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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800 シリーズサーバ•ワークスてーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

本書はサーバ管理ユーテイリテイ rESMPRO®/Se 「 ve 「 Manage 「 Ver. 4.0 」について説明していま 
す。 


Express 5800シリーズ本体の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよ 
くお読みになり、ユーティリティを正しくお使いになるようお願い申し上げます。 

本書での内容は 、 Windows XP / 2000 / NT、Windows 95/98/ Me の機能や操作方まについて十分 
に理解されている方を対象に説明しています 。 Windows XP / 2000 / NT、Windows 95/98/ Me に 
関する操作や不明点については、を OS のオンラインヘルプなどを参照してください。 


本文中の記号について 


本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意□ホを示します。 


因 

1 

ユーティリティや装置を取り扱う上で守！5なければな5ない事柄や特にま意をすべき点 
を示します。 



a 

チェック 

1 

ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要びある点を示します。 



胃 知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 

ヒント 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD - ROM 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付のソフトウェアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご磕認ならびにご承諾ください。 


iii 












ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関する不明点や間い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」じ記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http :// express 58 O 0. com / 

に8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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ESMPRO について 


ESMPRO ® は Express サーバの管理を行うユーティリティソフトウエアです。このソフトウエアは 
各種モデルに関係なくすベての Express 5800シリーズ製品に添付の CD - ROM に入っています。 
Express サーバ/ワークステーションの信頼性をさらに向上させるためにもインス I -ールしておく 
ことをお勧めします。 

ESMPRO を利用するじあたり、本書で説明されている内容をよく読んでください。なお、インス 
I -ール後の運用を意事項についてはアプリケーションのオンラインマニュアルにも記載していま 
す。必要に応じて参照してください。 

ESMPRO は、 Express 5800シリーズ製品上で動作する^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」と管理〕ン 
ピュータ上で動作する^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」の2つのユーティリティから構成されます。 

^ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「」は管理コンピュータにインス I -- ルします。管理〕ンピュ ータは 
Windows XP /2000 /NT 4.0、または Windows 95/98/ Me が動作しているコンピュータでなけれ 
ばなりません。 
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動作環境 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次のと 
おりです。 


製品ライセンスについて 

ESMPRO/ServerMana 呂 er は 、 Windows XP/2000/NT 4.0、 Windows 9 曰 / 98/Me 上で 
動作しまずが、 1 ライセンスにつき、 1 つの 0S 上でのみ使用可能です。 


• ノ、ードウエア 


-インス I — ルする装置* ESMPRO / ServerManager がサポートするオペレーティン 

グシステムをインス I -ール可能なコンピュータ 
* Intel Pentium 正プ□セ、ソサ 、 Celeron 300 MHzJU 上、ま 
たは同等クラスの互換プ□セ、ソサを推奨します。 

-メモリ 0 S 川 S 含む）の動作に必要なメモリ十 20 M 目じ(上 

-八ードディスクの空き容量 100 MB 

Web コンポーネントをインストールする場合は120 MB 。 
(詳細については 5 ページ を 参照） 

• ソフトウェア 


-オペレーティングシステム 


Microsoft Windows 95/98 /Me 

Microsoft Windows NT 4.0 Server/Workstation 

(Service Pack 4 JU 降） 

Microsoft Windows 2000 Server/Professional 
Microsoft Windows XP Professional/Home Edition 
(Windows XP 64 -bit Edition での動作はサポートしていま 
せん。） 

Q 


• Windows 9 已 /98/Me、Windows XP Home 
Edition 上では、 Web コンポーネント ( ヴーバ側 ） は 
動作しません。 

• Windows NT 4.0 では Service Pack 4iy 降の適 
用び必須でず。 

• Windows NT Server 4.0 Terminal Server 
Edition および Windows 2000 Server 、 Ad- 
vanced Server の夕ーミナルクライアント、 Win¬ 
dows XP Professional のリモートデスクトップ 
上での ESMPRO/ServerMana 呂 er の動作はサ 
ポートしていません。 

• Windows 9 己では Internet Explorer パ'—ジョン 
3.02 降び必須です。 
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-ネットワークプ〇トコル 


- Web サーバ 


- Web クライアント 


• 推奨管理台数 


TCP / IP (ただし、 DHCP 環境はサポートしません） 

IPX ( IPX を使用して NetWare サーバを管理する場合に必要 
です） 

Web コンポーネントを使用する場合に必要となります。 

IIS 5.0 (Microsoft Windows XP Professional、Microsoft 
Windows 2000 Server / Professional ) 

IIS 4.0 (Microsoft Windows NT 4.0 Server ) 

Web コンポーネントを使用する場合に必要となります。 
Internet Explorer バージヨン5.0〜 6.0 
Java スクリプトが実行可能なこと 


1つの[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「で管理できるサーバの台 
数に制限はありませんが、運用上、管理できるサーバの台 
数の目安として、 U 下の値を参考としてシステムを構築し 
てください。ただし、システムじ搭載しているメモリ容量 
や ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と同時に動作させるアプリ 
ケーシヨンの有無によって管理できるサーバの台数が減少 
する場合があります。 

Windows XP /2000/ NT : 

Windows 95/98/ Me : 


250台程度 
100台程度 
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セットアップを始める前に 


インストールならびにセツトアップの前に必ずお読みください。 


ESMPRO/ServerManager for WebAccess がずでにインストールさ 
れている場合 

ESMPRO/ServerManager Extension Pack の ESMPRO/ServerManagerfor WebAccess がす 
でにインストールされている場合は、まず同製品のアンインス I -ールを行ってください。 


Web コンポーネントが作成ずる假想ディレクトリについて 

Web コンポーネントをインス I -ールすると、 Web サーバ上の第 1 番目の Web サイト(通常は「既定の 
Web サイり)に仮想ディレクトリ resmpro 」 を作成します。すでに仮想ディレクトリ 「 esinpro 」 が存 
在する場合でも設定を上書きしますので、いったん別のを前に変更するなどした後、 Web コンポー 
ネントのインス I -ールを行ってください。 


ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用します。 TCP / IP が正常に動作するように設をを行ってください。 
NetWare サーバの管理を行う場合は、さらに、 NetWare クライアントとして使用するために必要 
なプ〇トコルの設定を行ってください。 


セ丰ュリティの設定 〜 ESMPRO ユーザー グループの設定〜 

(Windows NT 4.0 • Windows 2000 • Windows XP Professional のみ） 


セ车ュリティ上の理由から、 ESMPRO / ServerManager を使用するユーザーは、 「 ESMPR 0 ユー 
ザーグループ」と呼ばれるグループに属していなければいけません。 

「 ESMPRO ユーザーグループ」は ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインス I — ル時に決定され、デフォ 
ルトでは Administrators グループが指をされますが、任意のグループを指をすることもできます。 

任意のグループを指定:する場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「をインス l — ルする前に、 Win ¬ 
dows のユーザー/グループ管理機能を使用してグループを作成しておき、 インストール時にそのグ 
ループを指定してください。 

なお、このセキュリティ機能を有効に機能させるためじ、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「は NTFS のド 
ライブにインストールすることを推奨します。 

a ESMPR0 ユーザーグループをグ□ーバルグループとして登録ずる場合は、同じ名前の□一カルグ 
ループが存在しないようにしてください。また、バックアップドメインコント□ーラの場合は必ず 
グ□ーバルグループを指定ずるようにしてください。 
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インストール時に必要なディスク容量の確認 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「をインストールする八ードディスクには、約100〜に 0 M 目の容量が必 
要です。 

ただし、インストールを行うドライブのクラスタサイズじよって実際に必要なディスク容量は変 
化しますのでを意が必要です。 

またインストール時には、上記のディスク容量に力□えて環境変数 TEMP で示されるディレクトリに 
作業用ファイル(約 80 MB ) が作成されます。 

環境変数 TEMP が設をされていない場合は、任意のディレクトリ（通常はシステムディレクトリ）に 
作業ファイルが作成されます。 


運用中に必要なディスク容量の確認 

インス I -ール時に指定したディレクトリに十分な空き容量を用意して使用してください。デフォル 
卜では、システムドライブの r ¥ P 「 og 「 am 刊 es ¥ ESMPRO 」 が設定されています。 

運用時に追力□されるファイルには W 下のものがあります。必要となるディスク容量を計算するとき 
の目安にしてください。 

• 統計情報自動収集 


対象サーバに ESMPRO/ServerAgent Ver . 3.0 W 降がインストールされている場合は1回の情報 
収集じつき約 20 KB のディスク容量が必要です。 

対象サーバに ESMPRO/ServerAgent Ver .2.6 じ(前がインストールされている場合は1サーバに 
つき約 1 M 目のディスク容量が必要です。 

• アラート情報 

アラート1件につき、約 1 K 巨のディスク容量が必要です。 

• その他 

オペレーションウインドウ上に登録されたサーバの管理のために上記 W 外に約 10 M 目のデ イス 
ク容量が必要です。 


旧バージョンの ESM ( PRO )/ ServerManager がずでにインストールされ 
ている場合 

ESM/ServerManager Ver. 2.0/2. 1 . または ESMPRO/ServerManagerVer. 2.6/3.0 〜 3.8 がイン 
ス I -- ルされている場合は、 ESMPRO/ServerManager Ver. 4.0にアップデ ー トインストールする 
ことができます。ただし、 Ve 「 .2.6J：i 前の[51\/1 ド民 0/56 「ソ 6 「 1\/13 前 96 「の場合は、 了ラートデータが 
引き継がれません。 

上記 W 外のパージョンの ESMPRO / ServerManage ^ s^yx I ルされている場合は、対応する 
バージョンのセツトアッププ□グラムを使用してアンインストールした後にインストールをしてく 
ださい。 
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他の ESMPRO 製品を同じマシンにインス I -ールずる場合 

他の ESMPRO 製品の中には、インス!ール時に、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「に含まれるコンポー 
ネント（統合ビューアなど）との連携情報を登録するものがあります。 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「を後にインストールするとこの連携情報が登録されないことじなるた 
め、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のィンストールを先に行ってください。 


最大レジストリサイズの設定 

Windows NT Workstation で動作するコンピュータにインス I —ルする場合には、レジストリサ 
イズを十分なサイズに変更する必要があります。最大レジストリサイズを 12 MB 程度に変更してく 
ださい。最大レジストリサイズは、[コント□ールパネル]の[システム]で変更できます。 

ただし、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインストール中にレジストリクォータ不足のメッセージが 
表示された場合は、最大レジストリサイズをさらに大きな値に変更してください。その後、 
[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をアンインストールして、再度[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「をインス 
卜ールしてください。 
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A . I . をけ..がさ FI 弓が？:.ぶがみ.をが B ). 名を::…. 
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閱化 

閱妃 

剛を 

剛台 

剛台 

閲化 


Dmi tvent Watcher 
ESM Alert Service 
ESM Base Service 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESM/SM Base Service 
ESMPRO/SM Base Service 



停止®! 


閉じるが 


ヘルフ化） 


インストール 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のィンス I ルは EXPRESSBUILDER のマスターコント□-ルメ 
ニューから行います。 


インストールを始める前に次のを意事項をお読みください。 


各 0 S 共通 


インス I -ールの途中で、じ(下のようなメッセージのダイア□グボックスが表示される場合がありま 
すが、インス!-ールには問題ありませんので [0 K ] ボタンをクリックして、インス!-ールを続けて 
ください。 


XXX にはファイルをなどが表示されます。 


Windows 95/98/ Me の場合 

すでに ESMPRO / Netvisor がインストール済みである場合は、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「のイン 
ストールを行う前に、次の手順に従って ESMPRO / Netvisor のサービスを停止させてください。 
サービスの停止を行わなくてもインストールできますが、セットアッププ□グラムの起動にかなり 
の時間がかかることがあります。 

7 スタートボタンか5、[プ□グラム]- [ ESMPRO ] の順でポイントし、[サービス制御] 
をクリックする。 

[サービス制御]ダイア□グボックスが表示されます。 


P 一覧に表示されているすべての 
サービスを停止させる。 


r ^ 

Unable to execute install program . 

Please check your computer environment . XXX 

v __ J 


サザスホ I 刷 


インストール前の注意事頃 


勤勤旣勤勤勤 
niHiD 白ち白白白白 
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Windows XP Professional / 2000 /NT 4.0 の場合 

すでに存在するディレクトリにインストールする場合、そのディレクトリに ESMPR 0/ 
36「ソ6「1\/1311396「が動作するのに必要なアクセス権が設定されていないと正常に動作できなくなリ 
よ^ 〇 

存在しないディレクトリに ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「をインス I -- ルする場合は次のアクセス権 
がインストーラによって設定されます。 

Administrators Full Control ( AII )( AII ) 

Everyone Read ( RX )( RX ) 

SYSTEM Full Control ( AIIXAII ) 

また、インス I -- ル時にデフォルト ( Administrators 似外の ESMPR 0 ユーザーグループを指定:した 
場合は、 ESMPR 0 ユーザーグループにフルコント□ールのアクセス権が設定されます。 
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インストール手順 


7 Windows XP Professional /2 日日日/ NT 4 .日の 場合は、 Administrators 権限を持 
つユーザー 、 Windows XP Home Edition の場合はコンピュータの管理者で□グオン 
する。 


P CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセツトする。 


本体に接続された CD - ROM ドライブ、またはネットワーク上で共有された CD - ROM ド 
ライブでもかまいません(が下、これらをまとめて 「 CD - ROM ドライブ」と呼ぶ)。 

ヒント 



ネットワーク上の CD-ROM ドライブか5実行ずる場合は、ネットワークドライブの割 
り当てを行った後、そのドライブの rMC¥l ST.EXE」 を実行してください。エクスプ 
□—ラのネットワークコンピュータか5は起動しないでください。 


Automn 機能により EXPRESSBUILDER のマスターコント□-ルメニューが自動的に表 


示されます。 


<5 [ソフトウエアのセツトアップ]一 
[ ESMPRO ] をクリックする。 

ESMPRO セットアップが起動し、メ 
インメニューが表示されます。 
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ESMPRO セットアップのメインメ 
ニューで [ ESMPRO / 
ServerManager ] を選択する。 



ヒント 


OS の種類に合わせて、選巧で 
きるメニユーが変わります。 
(インストールできないもの 
は、グレー表示になります） 
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• ダブルクリックでメニューを還択ずると同じダイア□グボックスを 2 つ表するこ 
とびありまず。[終了]ボタンをクリックしてどち5か一方のダイア□グボックス 
を閉じて < ださい。 

• セットアップの実行中に[キャンセル]ボタンをクリックすると、インス!ルを 
中止ずるかどうかをたずねるメッセージび表示されます。メッセージボックスで 
[中止]ボタンをクリックずるとインストールを中止できまず(メインメニューは表 
示されたままでず)。ただし、途中までセットアップされたファイルの削除は行わ 
れません。 


インス I -ーラが起動します。 



rinstaNShield エンジン （ iKernel . exe ) を起動できませんでした。そのインター 
フェースはサポートされていません。 」というエラーメッセージび表示され、インス 
卜ーラを起動できなかった場合は 、 Internet Explorer の再インストール、あるいは 
最新パ’ージョンへのアップデートを行った後、再度 ESMPRO / ServerMana 呂 er の 
インストールを行ってください。 


ダイア□グボックス中のメッセージに 
従って操作を進める。 



コンポーネントを選択する。 

Windows XP Professional /2000/ 
NT 4.0にインストールする場合、コ 
ンポーネントの選択ダイア□グボック 
スが表示されます。インス!'''ールする 
コンポーネントを選択して[次へ]ボタ 
ンをクリックしてください。 




Web コンポーネントは後から追加でインストールすることができます。 


• Web コンポーネントだけのインス!ルはできません。 Web コンポーネントを使 
用ずるには ESMPRO / ServerMana 呂 er が必要です。 

• ずべてのコンポーネントびチェックされている状態で[全てクリア]をクリックし 
てもチェックはがれません。チェックをがずにはもう一度[全てクリア]をクリッ 
クするか、マウスでチェックをがしてください。 


セットアップが終了すると、インス!-ールの完了を®らせるダイア□グボックスが表示 
されます。 













































7 ESMPRO ユーザーグループを指定す 
る。 


Windows XP /2000 /NT 4.0にインス 
I -ールする場合、 ESMPRO ユーザー 
グループ指をダイア □ グボックスが表 
示されます。既存のグループを指定し 
た上、メッセージに従って操作を続け 
てください。 



ただ、し 、 Windows XP Home Edition 
ではデフオルトのグループを 
( Administrators ) を指定:した上で操作 
を続けてください。 


g システムを再起動する。 


Windows 95/98/ Me および Win ¬ 
dows 2000 /NT 4.0の場合は[完了]ボ 
タンをクリックし、システムを再起動 
してください。 



Windows XP の場合は [ OK ] ボタンを 
クリック後、手動でシステムを再起動 
してください。 
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Web コンポーネントの追加/削除 


Web コンポーネントを追力日/削除する場合は、「インス!^ール手順」に従って再度セツトアップを 
巧ってください。 



Web コンポーネントを追力日する場合は、表示されたダイア□グボックスの [ Web コンポーネント]を 
チェックして、[次へ]ボタンをクリックしてください。 

Web コンポーネントを削除する場合は、表示されたダイア□グボックスの [ Web コンポーネント]の 
チェックを外して[次へ]ボタンをクリ、ソクしてください。 



すべてのチェックをがしたままで次に進むことはできません。 

ESMPRO/ServerMana 呂 er を削除する場 S ホ、「アンインスI -- ル」を参照してくださし、。 
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インストール後の設定 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「のインス I ルをした後に必要となる設をじついて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 本巧 


Windows 95/98/Me では、前述のインストール 
手順の完了後、初めてスタートメニューから統合 
ビューアを起動すると、パスワードの入カダイア 
□グボックスが表示されます。 

適切なパスワードを設をしてください。 

ここで設定したパスワードはじ(下の場合に入力を 
要求されます。 

• マシン (0S) 起動後の初回統合ビューア起動時 
• 日グオフ^ □グオンし直したあとの初回統合ビューア起動時 

Windows XP/2000/NT 4.0では、 OS で管理されているユーザー-グループの管理情報を使用す 
るため、上記のダイア□グボックスは表示されません。 

ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「を使用するユーザーは、 ESMPRO ユーザーグループ(デフォルト 
Administrators) に所属させてください。 

Windows XP Home Edition の場合はコンピュータの管理者で使用することができます。 
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Web コンポーネン 


Web コンポーネントを利用する場合は次の設ををしてください。 


ユーザー権限の設定 

Web コンポーネントを使用するためには、ユーザー権限の設をを適切に行う必要があります。 U 
下の手順に従つて設定してください。 

W 下の手順は Windows 2000 Server 上の IIS 5.0の場合の設を方まです。その他の環境の場合の 
設定方まの詳細については、を Web サーバのヘルプを参照してください。 

7 Web サーバ上でインターネットサービスマネージャを起動し、既定の Web サイトの仮 
想ディレクトリ resmproj のプ□パティを表示する。 

P 「ディレクトリセキュリティ」タブぺージ内の「匿名アクセスおよび認証コント□—ル」の 
「編集」ボタンをクリックして r 認証方法」画面を表示し、希望する認証方法を有効にす 
る。 

マアクセスを許可したユーザーを、 ESMPRO / ServerManager のインス I -- ル時に指 
定した ESMPRO ユーザーグループ(デフオルトでは Administrators ) に所属させる。 

4 Web サーバマシンを再起動する。 


国 

ヒント 


匿名アクセスを有効にするのは、セキュリティの面からはあまり好ましくありません。できる限り 
匿名アクセスは無効にし、認証済みアクセスを使用することを推奨します。 
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動作確認 

Web コンポーネントにアクセスするための URL は、初期設定では 
http://Web サーバさ)/ esmpro / index.html 
となります。 

Web ブラウザで上記 URL へアクセスし、 JU 下のような Web コンポーネントのタイトルページが表 
示されることを磕認してください。 



タイトルページが表示されない場合は、仮想ディレクトリの認証方法の設をが正し<行われていな 
い可能性があります。設定を再度見直してください。 

タイトルページからオペレーションウィンドウを起動したときに 
「情報の取得に失敗しました。（許巧を得られていません(5))」 

と表示される場合は、アクセスしているユーザーが ESMPRO ユーザーグループに所属していない 
可能性があります。設ををる在認して<ださい。 


統合 Windows 認証を使用した場合、口ーカルマシン上で Web コンポーネント機能を使用すると、画 
ttp 面上にコマンドプロンプトのウィンドウが開く（開いてすぐに閉じる）ことがあります。リモートマ 
ヒント シンからのアクセスでは問題ありません。詳細については、を意事項を参照してください。 
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Web ブラウザによる監視をはじめる前に 


1. 監視対象サーバの登録 

インス I -- ル直後の ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「には管理するサーバが登録されていません。 
Web ブラウザからアクセスする前に、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「に管理するサーバを登録して 
ください。 

Web ブラウザから監視対象サーパの登録を行うことも可能ですが、 ESMPRO/ServerManager 
本体で登録することをお勧めします。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「では自動発見、マップ構成の 
編集を柔歓に行うことが巧能です。 

2. Server Agent バージヨンの更新 

登録した監視対象サーバに対して、データビューアや ServerAgent コント□-ルパネルを起動 
するためには、 ServerAgent バージョンプ□パティの値を適切に設定する必要があります。 

設をを行うには、 Web コンポーネントのオペレーションウィンドウを起動し、対象サーバに対 
して「 ServerAgent パージョンの更新」を実行してください。 

3. アラート保存件数の設定 

アラートビューアに保存可能なアラート件数を拡張したい場合は、あらかじめ ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「本体でァラート保存件数を設定してください。デフオルトでは500件です。 


Web コンポーネントの仮想ディレクトリの再設定について 

上書きインストールでは仮想ディレクトリの設定はされません。 

Web コンポーネントの仮想ディレクトリを削除してしまった場合、 W 下の手順で再設をしてくだ 
さい。 


* ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage ^ rC :¥ P 「 og「am Files ¥ ESMPRO 」 にインストールしたも 
のとします。 


7 Web サーバに管理者権限を持つユーザーで□グオンし、コマンドプ□ンプトを開く。 

P red " C:¥Program Files ¥ ESMPRO ¥ NVBASE ¥ ESMSMWEB "」 と入力し、カレン 
トディレクトリを移動する。 

^ rescript sitelist . vbs 」 と入力する。 

Web サーバに存在する Web サイトのリストが表示されます。左側に表示される数字がを 
Web サイトのサイト番号となります。仮想ディレクトリを設定する Web サイトのサイト 
番号を磕認して<ださい。 

4 rescript websetup.vbs - s サイト番号 - a 仮想デイレクトリ名」と入力する。 

仮想ディレクトリの再設定が完了します(初期設定では、 「- S 1 -a esmpro 」 として設定 
されています）。 
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注意事頃 


[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「をインス I -ルした場合は、次の点について磕認してください。 

IIS の統合 Windows 認証について 

ServerManager ^ ServerAgentcpy b ンについて 

他社製 SNMP 管理アプリケーションとの共存について 

ESMPRO / ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO / ActiveRecoveryManager との共を 

時の運用について 

Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上のを意 

サスペンド/リジューム機能を要するマシンでの動作について 

Windows から□グオフする場合 

データビューアからの DMI による電圧のしきい值設をについて 

グラフビューアの動作について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「闇通信での DMI イべントの転送について 

他の DMI 管理アプリケーションとの共存について 

複数のネットワークに属する ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「マシンでの DMI イべントの受信について 

複数のネットワークに属する ESMPRO/ServerAgent マシンからの DMI イベントの受信について 

DMI コンポーネントのインストールされたマシンの管理について 

高負荷状態での ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の使用について 

DHCP の使用について 

£31\/1 ド 1^0/36 「ソげ 1\/19 り 996 「と £31\/1 ド 1^0/3 がソげ八 96 が間の八 ° ケ、ソ トの 送受信に ついて 

PCI ホ、ソトプラグについて 

SNMP トラ、ソプ送信先の設定について 

ネ、ソトワークに接続しないコンピュータでの監視(こついて 

SNMP トラ、ソプの受信(こついて 

Windows 95( OSR 2) デスクトップ管理ツールについて 

ESMPRO/ServerManager での DMI ェージェント監視について 

ESMPRO ユーザーク J レーフ [ラ フオ J レト Administrators ) につし">て 

アプリケーション連携について 

温度センサのしきい値ダイア□グ表示について 
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I IS の統合 Windows 認証について 


統合 Windows 認証を使用している場合、 Web サーバマシン上でブラウザを使用して Web コンポー 
ネントへのアクセスを行うと、通常バックグラウンドで実行される CGI のウィンドウ(コマンドプ〇 
ンプト)が表示されることがありますが、表示上の問題であり、動作には問題ありません。 

なお、リモートマシン上のブラウザからのアクセスではウィンドウが表示されることはありませ 
/u 。 


ServerManager と ServerAgent のノ（ージヨンについて 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のバージョンが ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent のバージョンよリも古い場 
合、構成情報の磕認ができない、受信したァラートが正しく表示されないといった問題が発生す 
る可能性があります。 

[51\/1 ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/1311396 「のバージョン ^ ESMPRO/ServerAgent のバ ージョ ン となるようじ、 
ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「のァ、ソプデー トを行ってください。 


他社製 SNMP 管理アプリケーションとの共存について 

SNMP トラ、ソプの受信を行う他社製 SNMP 管理アプリケーションと ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と 
が共存している場合は、トラップ受信ポートの競合が発生し、どちらか一方の製品で SNMP トラ、ソ 
プを受信できな<なることがあります。そのような場合は、下記に示す方まで回避することができ 
ます。 


【回避策1】 （Windows XP/2000/NT 4.0 のみ） 

他社製 SNMP 管理アプリケーションが 0 S 標準の SNMP Trap Service を使用したトラップ受信 
をサポートしている場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「の設定を夕に說明する方まで変更する 
ことで回避することができます。 

£31\/1 ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/1311396 「のオぺレーションウィン ドウから[ オプション]一 [カスタマイスー 
[自マネージャ]でに NMP トラップ受信方法]をに NMP トラップサービスを使用する]に変更す 
る。 

S SNMP トラ、ソ プサービスは SNMP サービスを組み込むことで同時に組み込まれますが、巧期 
状態ではサービスは開始していません。コントロールパネルのサービスを起動し 、 SNMP 
ヒント Trap Service を開始させてくださし、(スタートアップの種類を[自動]に設をしておくと便利で 
す)。 


ただし、 SNMP トラップサービスを使用する場合は W 下の制限があります。 

• NetWare サーバからの IPX プ□トコルによるトラップを受信した場合、発信元のホスト 
を（サーバを）を特定できません。 

• オペレーションウィンドウの[オプション]一[カスタマイズ]一[動作環境]で設をする、 
SNMP コミュニティをによるトラップパケットの受信制限機能が使用できなくなりま 
す。 
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【回避策2】 


次に説明する ESMPRO / ServerAgent の「高信頼性通報機能」を使うと、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「のアラート受信機能を正常に動作させることができます。 

高信頼性通報機能：サーバからESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「へのアラー ト転送を独自プ□卜 
コルで 送信することにより、 ア ラートを磕実に転送する機能。設定手 
順についてはESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「のマニュアルを参照してくだ 
さい。 

ただし、 W 下の制限があります。 

参他社製 SNMP 管理アプリケーションの SNMP トラップ受信機能の動作は保証できませ 
ん >。 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( NetWa 「 e 版)では高信頼性通報機能をサポートしていませ 
ん >。 

• ESM/SM Ver .1.0 のエージェントでは高信頼性通報機能をサポートしていません。 

• アラート通報先として設を可能な数はエージェントのバージョンによります。 

Ver . 2.0/2.1: 1力所 

Ver .2.6: 16力所 

Ve 「.3.0 W 降 制限なし 


ESMPRO / ActiveRecoveryManager および CLUSTERPRO / 
ActiveRecoveryManager との共存時の運用について 

同ーマシンに ActiveRecoveryManager の仮想 IP アドレスを使用するプ□グラムと ESMPR 0/ 
36「ソが1\/|311396「が共存する場合は、£31\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|31139がが正常に動作できないことがあリ 
ます。 ESMPRO / ServerManager を使用するときには仮想 IP アドレスを使用するプ□グラムを停 
止してください。 


Remote Wake Up 機能を用いて起動されるシステム側の運用上の注意 

Remote Wake Up 機能を利用してシステムの電源を ON じするとき、システムの起動ドライブが正 
しく設定されていなかったり、フ□、ソピーディスクドライブにフ□、ソピーディスクが投入されたま 
まの状態になっている場合にはシステムが起動できない場合があります。 


ヴスペンド/リジューム機能を要ずるマシンでの動作について 

サスペンド/リジューム機能を使用すると、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「の動作が不安をになる場合 
があります。この場合はサスペンド/リジューム機能を使用しないでください。 
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Windows か 5 □グオフずる場合 

データビューアを停止後□グオフしてください。データビューアを起動したままの状態で□グオフ 
すると、ポップアップメッセージが表示される場合がありますが、メッセージを閉じると□グオフ 
することができます。 


データビューアか！5の DMI による電圧のしきい値設定について 

データビューアから DMI による電圧のしきい値設定を行う場合、操作が完了してから設をが反映さ 
れるまでに多少時間がかかることがあります。 

また、 DMI コンポーネントがインス!-ールされたマシンが電圧のしきい値設定に対応していない場 
合、しきい値設定に失敗します。 


グラフビューアの動作について 

グラフビューアを起動後すぐに最小化して、タスクバー上のグラフビューアのアイコンをクリック 
しても、警告音が鳴り、グラフビューアが元のサイズに戻らないことがあります。この現象はグラ 
フビューアの初期化処理中に発生しますが、何回か操作を繰り返せば元のサイズに戻すことができ 
よ^ 〇 


ESMPRO / ServerManager 間通信での DMI イベントの転送について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「間通信では DMI ィべントは転送しません。 


他の DMI 管理アプリケーションとの共存について 

他の DMI 管理アプリケーションが同ーマシンにインストールされている場合、データビューアでの 
DMI 情報の表示やアラートビューアでの DMI イベントの受信が正常に動作しないことがあります。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と他の DM 暗理ァプリケーションは共存させなぃょぅにしてくださぃ。 


複数のネットワークに属ずる ESMPRO / ServerManager マシンでの 
DMI イベントの受信について 

複数のネットワークじ属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンに ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「をイン 
ス I ルした場合 、 Windows NT 4.0では同じイベントを重複して受信することが 、 Windows 
95/98/ Me ではイベントを受信できないことがあります。 

Express サーバ/ワークステーションからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 
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複数のネットワークに属ずる ESMPRO / ServerAgent マシンか!5の 
DMI イベントの受信について 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)マシンからの DMI イベントは受信できない 
ことがあります。 

システムからの障害通報には SNMP トラップを使用してください。 


DMI コンポーネントのインス I -ールされたマシンの管理について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「& DMTF(Desktop Management Task Force ) が規定:している DMI 
(Desktop Management Interrace )2.0 Conformance Requirements (こ対化、してし^ます。 


データビューアでは]: i 下の MIF グループから情報を取得しています。 


DMTFlProcessorlO01-009 

DMTFl System Memory Settings1 001 

DMTF|Motherboard|001 

DMTFl Keyboard 1 001 -003 

DMTF|Mouse|001-004 

DMTFlPointing Device|001 

DMTFiParallel Ports1001-003 

DMTFlSerial Ports1001-004 

DMTFlDisks|001-003 

DMTFlGeneral lnformation|001 

DMTFl Memory Device|001-004 

DMTFl Memory Array Mapped Addresses|001-002 

DMTFl Memory Device Mapped Addresses|001-002 

DMTFiPhysical Memory Array|001-002 

DMTFlOperating System1 001 

DMTFiPhysical Container Global Table|001-002 

DMTFiSystem BIOS|001 

DMTFl System Cache|001-003 

DMTFiSystem Slot|001-004 

DMTFl Video BIOS|001 

DMTF|Video|001-004 

DMTFl Network Adapter 802 Po 「 t|001 

DMTFl Network Adapter Driver|001 

DMTFlPower Supply|001-002 

DMTFiCooling Device|001-002 

DMTFiDisk Cont 「 olle 「 |001-002 

DMTFiDisks Mapping Table|001 

DMTF|FRU|001-002 

DMTFl Operational State1001-003 

DMTFl Mass Store Mapping Table|001 

DMTFl Mass Store Segment Table|001 

DMTFiMass Store Logical Drives Table|001 

DMTFl Mass Store Array Info Table|001 

DMTFiBus Global Table|001-002 

DMTFiPhysical Expansion Sites Table|001-002 

DMTFlPower Unit Global Table|001 

DMTFiCooling Unit Global Table|001 

DMTF|Partition|001-002 

DMTFiLogical Drives|001 

DMTFl Temperature Probe|001 

DMTFl Voltage l^ 「 obe|001 

DMTFiPhysical Memory|001-002 

DMTFl Monitor Resolutions|002 


DMTFiDynamic States|001-002 

DMTFl Portable Battery|001-002 

DMTFiSystem Resources|001 

DMTFiSystem Resources 21001 

DMTFiSystem Resource IRQ lnfo|001 

DMTFiSystem Resource DMA lnfo|001 

DMTFiSystem Resource I/O lnfo|001 

DMTFiSystem Resource Memory lnfo|001 

DMTFiSystem Resource Device lnfo|001-002 

Health Contributor!Disk Space|001 

Health Contributor!Disk Failure Prediction|001 

Health Contributor!Parity Error Detection1 001 

Health Contributor!Virtual Memory|001 

Health Contributor|Fans|001 

Health Contributor|Temperatures1001 

Health Contributor!Voltages|001 

Health Contributor!Intrusion Detection1001-002 

Health Contributor!POST Error Detection1 001 

Health Contributor!Boot Virus Detection1 001 

Intel I Baseboard Extensions|001 

Intel I Memory Controller! 001 

InteliVideo Extensions|001-002 

Intel I Driver lnfo|001-002 

Intel I Mouse Extensions|001-002 

Intel I Keyboard Extensions|001-002 

Intel I Waveform Audio|001-002 

IntellMIDI Audio|001-002 

Intel I Auxiliary Audio|001-002 

Intel I Driver lnformation|002 

lntel|GetOSType|001 

lntel|GetOSVersion|001 

Intel |EnvironmentVars|001 

lntel|NTUserEnvironmentVars|001 

lntel|WinTasks1 61002 

IntellWinTasks 321002 

lntel|ProcessList|002 

lntel|NTDrivers|001-002 

Intel I DeviceDriverChain 1002-003 

Intel I Driver Extensions|001 

Inte け CPIPI001 

lntel|NetConnections|001 

Intel I System Resources Extensions|001 

LANDesk I Software 1 001 
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アラー トビ ユーアでは W 下の MIF グループの Event を 受信し ます。 


EventGenerationiDMTF へへ Cooling Device 
EventGenerationiDMTF へへ Disk Controller 
EventGenerationiDMTF へへ Disks 

EventGenerationiDMTF へへ Mass Store Logical Drives Table 
EventGenerationiDMTF へへ Physical Container Global Table 
EventGenera 甘 oniDIVlTF へへ Physical Memory Array 
EventGenerationiDMTF へへ Power Supply 
EventGeneration | DMTF へへ Processor 
EventGeneration | DMTF へへ Temperature Probe 
EventGeneration I DMTF へへ Voltage Probe 
EventGeneration|Intel へへ Baseboard Fans 
EventGeneration|Intel へへ Baseboard Temperatures 
EventGeneration I Intel へへ Boot Virus Detection 
EventGeneration|Intel へへ Chassis Fans 
EventGeneration|Intel へへ Chassis Temperatures 
EventGeneration I Intel へへ Disk Failure Prediction 
EventGeneration|Intel へへ Disk Space 
EventGeners 甘 on|Intel へへ Intrusion Detection 
EventGeneration I Intel へへ Parity Error Detection 
EventGeneration I Intel へへ POST Error Detection 
EventGeneration|Intel へへ Processor Fans 
EventGeneration|Intel へへ Processor Temperatures 
EventGeneration|Intel へへ Virtual Memory 
EventGeneration | Intel へへ Voltages 

アラートビユーアでは DMI Event のすべてを受信しますが、上記グループじ(外か、上記グループで 
も DMTF 標準あるいは NEC 拡張]: i 外の Event Type を持つ場合は、アラートタイプは Unknown とな 

り、データビューアとの連携は不可となります。 
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高負荷状態での ESMPRO/ServerManager の使用について 


• ESMPRO/ServerMana 呂 er マシン側び高負荷の場合 

CPU 使用率100%の状態が長く続いた場合など、非常に高負荷な状態で運用した場合 、 「ESM 
Base Service と通信できなくなりました」というメッセージが表示される場合があります。 

通常 ESMPRO アプリケーションは ESM Base Service との通信を行っていますが、高負荷のた 
め、通信がタイムアウトで切断されてしまった場合に、このメッセージが表示されます。 

このメッセージが表示された場合は、マシンの負荷を下げてから再度アプリケーションを起動 
してください。 

• ESMPRO/ServerA 呂 ent マシン側び高負荷の場合 

ESMPRO / ServerAgent マシン側が高負荷状態の場合、 ESMPRO / ServerManager *' 6 
ESMPRO / ServerAgent への通信に対する応答が返らないため、 U 下のような状況が発生する 
ことがありますので、ごを意ください。 

-オペレーションウィンドウ上の該当サーバのアイコンがグレー(灰色)表示になる。 

-データビューア起動時に JU 下のエラーが表示される 

サーバの情報を取得できませんでした。 

サーバの環境を確認してください。 

-データビューアで表示していた該当サーバの情報が、「不明」になる。 

-死活監視機能を使用していると(サーバダウン時アラート送信が On の場合)、アラート 
ビューアじ]: i 下のメッセージが登録される。 

概要：サーバアクセス不能 
詳細：発生時刻.... 

サーバがマネージャより SNMP で認識できなくなりました。サーバがダウ 
ンあるいは非常に高負荷な状態にあるか、マネージャとサーバ間の回線 
が正常に動作していない可能性があります。 


DHCP の使用について 


ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Mamge 「& IP 7 ドレスを元に管理を行っています。そのため IP アドレスが動的に 
変わる DHCP は使用できません。 
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ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 間のパケット 
の送受信について 


[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「と[51\/1ド1^0/56「ソ6「八96り1：間では、下のようなタイミングでパケッ 
卜の送受信が行われます。 

WAN での接続など、課金が問題となるようなシステムでの運用には十分ごを意<ださい。 

• オペレーションウィンドウによるサーバの自動発見時 

• オペレーションウィンドウによるサーバの定常的な自動発見を設定した後、指をされたイン 
ターバルで 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントがチェックされているサーバの削除を行った 
と含 

• オペレーションウィンドウより DMI エージェントの登録を行ったとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを Off にしたとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを On にしたとき 
• オペレーションウィンドウより Remote Wake Up 実行時 
• オペレーションウィンドウよりマネージャ間通信の設を後、不定期に 

• SNMP トラップ受信時 

• DMI イベント受信時 

• 0 S 起動時、オペレーションウィンドウに登録されているすべての DMI エージェントに対して 
• データビューア起動後、約1分おきに 

• グラフビューア起動後、約1分おきに 

• 統計情報自動収集設定後、指定されたサーバに対して指定されたインターバルで 
• サーバ状態監視のための約1分おきの定期的なポーリング * 

* オペレーションウィンドウのサーバアイコンのプ□パティで、"サーバ状態監視"を Off 
にすることじより回避することができますが、オペレーションウィンドウ上のアイコ 
ンの色にサーバの状態が反映されなくなります。 


PCI ホットプラグについて 

データビューアによりサーバ情報を参照中に 、 PCI ホ、ソ トプラグにより当該サーバの構成を動的に 
変更した場合は、データビューアのツリーの再構築を行って<ださい。 

なお ESMPRO / ServerAgent のトラップ送信先に ESMPRO / ServerManager マシンを登録済みで 
あれば、構成変更のタイミングで" Slot 状態"に関するトラップが ESMPRO / Se 「 ve 「 Marage 「に送信 
されるため、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent マシンの構成が変更されたことを ESMPRO / 
ServerManagerlU で知ることができます。 
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SNMP トラップ送信先の設定について 

ESMPRO / ServerManager , ServerAgent を同じコンピュータにインストールして使用する場合、 
その〕ンピュータの SNMP トラップ送信先にはループバックアドレス （127.0.0.1) ではなく、ネッ 
トワークカードに割り当てた IP アドレスあるいはホストをを指をしてください。 

127.0 .0.1 を指定すると、アラートビューアでの表示が r 不明なサーバ」となることがあります。 

ただし、ネットワークに接続しないコンピュータでは逆に127.0 .0.1 の指定を必要とすることがあ 
ります。下記の r ネットワークに接続しないコンピュータでの監視について」を参照してください。 

もし、この指をを行っても、 アラー トビ ューアでの 表示が 

コンポーネント：不明なサーバ 
アドレス ：127.0 .0.1 

となる場合は、オペレーションウインドウのサーバアイコンのプ□パティで、 IP アドレスを 
127.0 .0.1 に変更してください。 


ネットワークに接続しないコンピユータでの監視について 

物理的にネットワークに接続しないコンピュータに、 ESMPRO / ServerManager , ServerAgent を 
インストールし、自コンピュータの監視を行う場合は、じ(下の操作を行ってください。 

• オペレーションウィンドウでの自動発見時にアドレス指定を行い、開始/終了アドレスに 
「127.0.0.1」を指をする。 

参 SNMP トラ、ソプの送信先に r 1 27.0.0. 1」を指定する。 

すでにサーバアイコンを登録済みの場合は、いったんアイコンを削除した後、自動発見を行ってく 
ださい。 


SNMP トラップの受信について 

本バージョンの ESMPRO / ServerManagertt 、 デフォルト設定:では、 ESMPRO / ServerAgent が 
発行する SNMP トラ、ソプのみ受信/表示します。 

ESMPRO / ServerAgentt (外の SNMP コンポーネントが発行するトラップを受信したい場合は、イ 
ンス I -ール後にじ(下の設をを行ってください。 

① ファイル 「 C:¥P 「 og「am Files¥ESMPRO¥ESMSM¥NV 巨 ASE.DEF 」 を 「 C:¥P 「 og「am 
Files¥ESMPRO¥NV\A/ORK¥PU 巨 UC¥T 「 ap 」 ディ レクトリにつピーする。 

もし、 「 Trap 」 ディレクトリがない場合は 「 Trap 」 ディレクトリを作成してから 「 NVBASE . DEF 」 
をコピー してください (C:¥P 「 og「am Files¥ESMPRO は ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「をインス 
I -ールしたディレクトリです）。 

② コピー後、 0 S を再起動する。 
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ヒント 


補足1 . ESMPRO / Netvisor などとの共存時のを意点 

ESMPRO / Netvisor など、イ也の ESMPRO 製品と共存時、ファイルがすでに存在することが 
あります。その場合、コピーの必要はありません。 

補足 2. nvbase . def ファイルのセキユリテイについて 

nvbase . def ファイルのセキユリテイ設をにを意してください。 Everyone には読み取りと実 
行権、 SYSTEM 、 Administrators、E S M P R 0 ユーザーグルー プ （デフォルト 
Administrators ) には フルコントロールを 設定:してく ださし、。 


Windows 95(0 SR 2) デスクトップ管理ツールについて 

Windows 95( OSR 2) 付属のデスクトツプ管理ツールと、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の DMI ィべン 
卜受信機能は共存することができません。 


【回避策 1 】 


DMI によるサーバの管理（イベントの受信）を行う必要がない場合は W 下の手順により、 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lag げの DMI イべント受信機能を使用しないようにしてください。 

スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御を実行し 、 Dmi Event Watch がを 
(動作していれば)停止させ、"自動"起動から"手動"起動に変更する。 

この後 0 S の再起動を行う必要はありません。なお、本回避策を実行しても、 SNMP トラップは 
通常どおり アラー トビ ユーアに 表示されます。 


【回避策 2 】 


DMI によるサーバの管理(イベントの受信）を行う必要がある場合は W 下の手順により、デスク 
トップ管理 ツールを 削除してください。 

• スタートメニュー-^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を 
(動作していれば)停止させ、"自動"起動から"手動"起動に変更 

• ここで 0 S の再起動 

• コント□ールパネルーアプリケーションの追力□と削除でデスクトップ管理を削除 
• ここで 0 S の再起動 

• スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher を自 
動に変更 

• ここで 0 S の再起動 

• スタートメニュ ー- ^プ□グラムー ESMPRO ーサービス制御で Dmi Event Watcher が開 
始状態になっていることを磕認 

デスクトップ管理ツールは、 DMI 管理アプリケーションからの要求に応じて、動作しているコ 
ンピュータの一般的な情報を返却するアプリケーションです。 

情報の参照を行う DMI 管理アプリケーションが特になければ、削除しても問題ありません。 


26 







ESMPRO / ServerManager での DMI エージェント監視について 

-台の DMI エージェントに対して、複数の DMI 管理マネージャ ( ESMPRO / ServerManager、Intel 
Landesk Client Manager など)から同時にアクセスすると、一時的に DMI エージェントからデー 
夕が返却されなくなり、データビューアのツリーが正しく表示されないことがあります。そのよう 
な場合は、しばらく待ってからツリーの再構築を行ってください。 


ESMPRO ユーザーグルー プ(デフ オルト Administrators ) について 


£31\/1 ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/1311396 「は £31\/1 ド 1^0 ユーザーグループ ( デフオルト Administrators ) じよリセ 
キュリティの管理を行っているため、この情報にアクセスできないと正常に動作することができま 
せん。 


JU 下の点にご注意ください。 

• ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「のインストール後、 ESMPRO ユーザーグループの削除/を称変更 
などは行わないでください。 

• ESMPRO ユーザーグループをグ□ーバルグループとして登録している場合、 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「マシンの起動前にドメインコント□ーラが起動するように運用を行ってくださ 
い。 


アプリケーシヨン連携について 

Windows 95/98 /Me 上では、オペレーシヨンウインドウの Systems Management Server ( SMS ) 
との連携機能は使用できません。 


温度センサのしきい値ダイア□グ表示について 

サーバの機種によっては、温度のしきい值設を画面に異常值の設をしか表示されないことがありま 
す。 

この場合、スライダの表示が警告色(黄)と異常色(ホ)となっていますが、実際の状態表示では異常 
値より低い温度は正常色(緑)が表示されます。 
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アンインストール 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のァンィンストールの方法について説明します。 


アンインストールを始める前に次のを意事項をお読みください。 


Windows 95/98/Me の場合 

• すでに ESMPRO / Netvisor がインス I ―ル済みである場合は、 ESMPRO / ServerManager のア 
ンインス I -- ルを行う前に、次の手順に従って ESMPRO / Netvisor のサービスを停止させてく 
ださい。サービスの停止を行わなくてもアンインス!-ールできますが、セットアッププ□グラ 
ムの起動にかなりの時闇がかかることがあります。 

7 スタートボタンか5、[プ□グラム]- [ ESMPRO ] の順でポイントし、[サービス制御] 
をクリックする。 


[サービス制御]ダイア□グボックスが表示されます。 

P 一覧に表示されているすべての 
サービスを停止させる。 


何らかのサービスが起動していると、アンインス!-ール処理が遅くなることがあります。アン 
インス I -- ルを行う前にスタートボタンから[プ□グラム]-作 SMPRO ] をポイントし、[サー 
ビス制細をクリックし表示されたダイア □グボックスで一覧に表示されているすべてのサービ 
スを停止させてからアンインス I -ールしてください。 


ESMPRO/ActiveRecoveryManager 、 CLUSTERPRO/ 
ActiveRecoveryManager 、 および ESMPRO/AlertManager との共 
存時のアンインス I ルについて 

上記製品をインス I -ールしている場合は、これらを先にアンインス I -ールしてから ESMPRO / 
56「ソ6「1\/13り396「をアンインストールしてください。 


厉サ ザス利刷 


アンインストール前の注意事頃 


孰勃孰孰孰孰 
QIHID 白白白白白白 
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アンインストール 


アンインス I -ールするときは次の手順に従ってください。 


7 ESMPRO フオルダを開いている場合はすべてのフオルダを閉じる。 

P スタートボタンか！5、[プ□グラム]-[設定]-[コント□ールパネル]の順でポイント 
し、[アプリケーションの追加と削除]をクリックする。 


3 現在インストールされているプ□グラ 
ムか！ 5[ ESMPR 0/ 
ServerMana 呂 er ] をポイントし、 
[変更/削除]ボタンをクリックする。 


国 

ヒント 


ここで表示されているサイズな 
どの情報は正しくありませんの 
でを意してください。 


次のメ 、ソ セージが表示されます。 



4 [0 K ] ボタンをクリックする。 

削除の磕認ダイア □ グボ、ソクスが表示 
されます。 

[はい]ボタンをクリックする。 

w 降はダイア□グボックス中のメッ 
セージに従って操作を進めてくださ 
い。 



アンインストール後の注意事項 


アンインス I -ール後、 JU 下の点についてを意してください。 


Web コンポーネントの假想ディレクトリについて 

Web コンポーネントで使用している I にの仮想ディレクトリをを既を槪 esmpro ) から変更している 
場合は、アンインストールを行っても仮想ディレクトリは削除されません。 

そのような場合は、アンインストール後、手動で削除してください。 
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他の ESMPRO 製品との共存時のアンインス I -ールについて 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と他の ESMPRO 製品が共存している場合に ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13前96「をァンィンストールした場合は、システムを再起動してから使用を再開してくだ 
ぎい。 


ESMPRO / Netvisor との共存時に、 ESMPRO / Netvisor をアンインス 
卜ールした場合について 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「と ESMPRO / Netviso 「と ESMPRO / Netviso 「ルータ管理をインス I 
ルしている場合、 ESMPRO / Netvisor と ESMPRO / Netvisor ルータ管理をアンインス I -- ルし、 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lag がだけで運用すると、オペレーションウィンドウが「定義ファイルじ不整 
合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除してください。」と表示して 
起動できなくなります。 

ダイア□グボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるようになります。次のファイル 
が削除対象になります。 

IPM 1 .DEF 

同様じ、 ESMPRO / ServerManagerchESMPRO / NetvisorchESMPRO/Netvisor HU 目管理をイン 
ストールしていたときに、 ESMPRO / Netvisor と ESMPRO/Netvisor HU 巨管理をアンインストー 
ルして ESMPRO / ServerManager だけで運用しようとすると、 オペレーションウィンドウが「定義 
ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するかファイルを削除してくださ 
い。」と表示して起動できなくなります。 

この場合もダイア□グボックスに表示されたファイルを削除すると起動できるようになります。次 
のファイルが削除対象になります。 

AT 310 EM 1 .DEF 
ATHU 巨 M 1 .DEF 

この他の組合せでも ESMPRO / Netvisor と他の ESMPRO 関連製品を同時にインス I -- ルしている 
状態から、 ESMPRO / Netvisor のみをアンインス I — ルした場合や AMIB 定:義ファイルをユーザが 
独自に作成している場合に、オペレーションウィンドウが起動できなくなることがあります。この 
場合もダイア□グじ r 定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイル内容を修正するか 
ファイルを削除してください。」というメッセージとともに該当ファイルをを表示します。該当 
ファイルを削除あるいは修正してください。 


アンインス I ル時のエラーメッセージについて 

環境じよっては、アンインス!-ール処理の最後で r ディレクトリが完全に削除できませんでした。」 
というエラーメッセージが表示され、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインストール先のディレクト 
リし. ¥ NV 巨 ASE ¥ BIN ) が削除されずに残ってしまうことがあります。この場合、 0 S をいったん再 
起動し、ェクスプ□ーラを使用して削除してください。 
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